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二
松
学
舎
大
学
宋
明
資
料
輪
読
会
里
仁
篇
班

序
　
言

　
本
稿
は
、『
中
國
哲
學
』
第
四
十
九
號
（
北
海
道
大
學
中
國
哲
學
會
、
令
和
四
年
發
行
）
に
掲
載
の
「『
朱
子
語
類
』
巻
二
六
～
巻
二
九
訳
注

（
一
九
）」
の
続
稿
で
あ
る
。
本
訳
注
（
二
十
）
は
巻
二
七
里
仁
篇
下
「
子
曰
參
乎
章
」
を
検
討
し
、
報
告
す
る
。
訳
注
（
一
）
の
巻
頭
に
記
し

た
「
序
言
」「
凡
例
」
は
、
原
則
と
し
て
本
稿
に
お
い
て
も
踏
襲
し
て
い
る
の
で
、（
一
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
割
注
は
、
小
字
と
せ
ず

に
【
　
】
に
入
れ
た
。

　
輪
読
会
里
仁
篇
班
の
参
加
者
は
、
石
原
伸
一
（
茨
城
高
等
学
校
・
中
学
校
教
諭
）、
岡
野
康
幸
（
群
馬
医
療
福
祉
大
学
専
任
講
師
）、
小
幡
敏

行
（
横
浜
市
立
大
学
教
授
）、
久
米
晋
平
（
秀
明
大
学
専
任
講
師
）、
中
根
公
雄
（
二
松
學
舍
大
学
非
常
勤
講
師
）
で
あ
る
。

　
各
条
の
担
当
者
は
、
巻
二
七
里
仁
篇
下
「
子
曰
參
乎
章
」（
里
15
・
44
～
50
）
が
中
根
公
雄
で
あ
る
。

『
朱
子
語
類
』
巻
二
六
～
巻
二
九
訳
注
（
二
〇
）
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『
朱
子
語
類
』
巻
二
十
七
　
論
語
九
　
里
仁
篇
下

［
里
15
］
子
曰
參
乎
章

子
曰
、
參
乎
、
吾
道
一
以
貫
之
。
曾
子
曰
、
唯
。【
參
、
所
金
反
。
唯
、
上
聲
。
○
參
乎
者
、
呼
曾
子
之
名
而
告
之
。
貫
、
通
也
。
唯
者
、
應

之
速
而
無
疑
者
也
。
聖
人
之
心
、
渾
然
一
理
、
而
泛
應
曲
當
、
用
各
不
同
。
曾
子
於
其
用
處
、
蓋
已
隨
事
精
察
而
力
行
之
、
但
未
知
其
體
之
一

爾
。
夫
子
知
其
眞
積
力
久
、
將
有
所
得
。
是
以
呼
而
告
之
。
曾
子
果
能
默
契
其
指
。
卽
應
之
速
而
無
疑
也
。】
子
出
。
門
人
問
曰
、
何
謂
也
。

曾
子
曰
、
夫
子
之
道
、
忠
恕
而
已
矣
。【
盡
己
之
謂
忠
、
推
己
之
謂
恕
。
而
已
矣
者
、
竭
盡
而
無
餘
之
辭
也
。
夫
子
之
一
理
渾
然
而
泛
應
曲
當
、

譬
則
天
地
之
至
誠
無
息
、
而
萬
物
各
得
其
所
也
。
自
此
之
外
、
固
無
餘
法
。
而
亦
無
待
於
推
矣
。
曾
子
有
見
於
此
、
而
難
言
之
。
故
借
學
者
盡

己
推
己
之
目
、
以
著
明
之
。
欲
人
之
易
曉
也
。
蓋
至
誠
無
息
者
、
道
之
體
也
。
萬
殊
之
所
以
一
本
也
。
萬
物
各
得
其
所
者
、
道
之
用
也
。
一
本

之
所
以
萬
殊
也
。
以
此
觀
之
、
一
以
貫
之
之
實
可
見
矣
。
或
曰
、
中
心
爲
忠
、
如
心
爲
恕
。
於
義
亦
通
。
○
程
子
曰
、
以
己
及
物
仁
也
。
推
己

及
物
恕
也
。
違
道
不
遠
是
也
。
忠
恕
一
以
貫
之
。
忠
者
天
道
、
恕
者
人
道
。
忠
者
無
妄
、
恕
者
所
以
行
乎
忠
也
。
忠
者
體
、
恕
者
用
。
大
本
達

道
也
。
此
與
違
道
不
遠
異
者
、
動
以
天
爾
。
又
曰
、
維
天
之
命
、
於
穆
不
已
、
忠
也
。
乾
道
變
化
、
各
正
性
命
、
恕
也
。
又
曰
、
聖
人
敎
人
、

各
因
其
才
。
吾
道
一
以
貫
之
、
惟
曾
子
爲
能
達
此
。
孔
子
所
以
告
之
也
。
曾
子
告
門
人
曰
、
夫
子
之
道
、
忠
恕
而
已
矣
。
亦
猶
夫
子
之
告
曾
子

也
。
中
庸
所
謂
忠
恕
違
道
不
遠
、
斯
乃
下
學
上
達
之
義
。】

［
里
15
・
44
／
二
七
・
四
十
四

（
１
）
］

本
　
文



−131−

子
貢
尋
常
自
知
識
而
入
道
、【
人
傑
錄
作
自
敏
入
道
。】
故
夫
子
警
之
曰
、
汝
以
予
爲
多
學
而
識
之
者
歟
。
對
曰
、
然
。
非
與
。
曰
、
非
也
、
予

一
以
貫
之
。
蓋
言
吾
之
多
識
、
不
過
一
理
爾
。
曾
子
尋
常
自
踐
履
入
、
事
親
孝
、
則
真
箇
行
此
孝
、
爲
人
謀
、
則
真
箇
忠
、
朋
友
交
、
則
真
箇

信
。
故
夫
子
警
之
曰
、
汝
平
日
之
所
行
者
、
皆
一
理
耳
。
惟
曾
子
領
略
於
片
言
之
下
、
故
曰
、
忠
恕
而
已
矣
。
以
吾
夫
子
之
道
無
出
於
此
也
。

我
之
所
得
者
忠
、
誠
即
此
理
、
安
頓
在
事
物
上
則
爲
恕
。
無
忠
則
無
恕
、
蓋
本
末
、
體
用
也
。【
去
僞
。
以
下
兼
論
子
貢
章
】

校
　
勘
　

（
１
）
本
条
は
、
楠
本
本
「
子
曰
參
乎
章
」
に
は
無
い
。

訓
　
読

子
貢
は
尋
常
知
識
よ
り
し
て
道
に
入
る
、【
人
傑

（
１
）
の
錄
に
敏
よ
り
道
に
入
る

（
２
）
に
作
る
。】
故
に
夫
子
之
を
警
め
て
曰
は
く
、「
汝 

予
を
以
て
多
く

學
び
て
之
を
識
す
者
と
爲
す
か

（
３
）
、
と
。
對
へ
て
曰
は
く
、
然
り
。
非
な
る
か

（
４
）
、
と
。
曰
は
く
、
非
な
り
、
予
は
一
以
て
之
を
貫
く

（
５
）
」
と
。
蓋
し

吾
の
多
識
は
、
一
理
に
過
ぎ
ざ
る
の
み
と
言
ふ
。
曾
子
は
尋
常
踐
履
よ
り
入
る
、
親
に
事
へ
て
孝
な
れ
ば
、
則
ち
真
箇
に
此
の
孝
を
行
ひ
、
人

の
爲
に
謀
れ
ば

（
６
）
、
則
ち
真
箇
に
忠
に
し
て
、
朋
友
と
交
は
れ
ば

（
７
）
、
則
ち
真
箇
に
信
な
り
。
故
に
夫
子
之
を
警
め
て
曰
は
く
、
汝
平
日
の
行
ふ
所

の
者
は
、
皆 

一
理
の
み
、
と
。
惟
だ
曾
子
は
片
言
の
下
に
領
略
す
、
故
に
曰
は
く
、「
忠
恕
の
み
」
と
。
以
へ
ら
く
吾
が
夫
子
の
道
は
此
よ
り

出
づ
る
こ
と
無
き
な
り
、
と
。
我
の
得
る
所
の
者
は
忠
に
し
て
、
誠
に
即
し
此
の
理
、
安
頓
し
事
物
上
に
在
れ
ば
則
ち
恕
と
爲
る
。
忠
無
け
れ

ば
則
ち
恕
無
く
、
蓋
し
本
末
、
體
用
な
り
。【
金
去
僞

（
８
）

。
以
下
兼
ね
て
子
貢
の
章
を
論
ず
。】
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口
語
訳

　

子
貢
は
い
つ
も
知
識
か
ら
道
に
進
も
う
と
す
る
。【
萬
人
傑
の
録
に
は
明
敏
さ
か
ら
道
に
進
む
と
し
て
い
る
。】
そ
こ
で
孔
子
は
戒
め
て
、「
汝

予
を
以
て
多
く
学
び
て
之
を
識
す
者
と
為
す
か
、
と
。
対
へ
て
曰
は
く
、
然
り
。
非
な
る
か
、
と
。
曰
は
く
、
非
な
り
、
予
は
一
以
て
之
を
貫

く
」
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。
思
う
に
孔
子
が
私
が
物
知
り
な
の
は
、
一
理
に
過
ぎ
な
い
と
言
っ
て
い
る
の
だ
。

　

曾
子
は
い
つ
も
実
践
か
ら
進
も
う
と
す
る
。
親
に
孝
行
す
る
と
い
う
点
で
は
、
本
当
に
こ
の
孝
を
尽
く
し
、
他
人
の
為
に
行
動
す
れ
ば
、
本

当
に
真
心
を
も
っ
て
当
た
り
、
友
達
と
交
際
す
れ
ば
、
本
当
に
誠
実
に
対
応
す
る
。
そ
こ
で
孔
子
は
戒
め
て
、「
お
前
が
普
段
行
っ
て
い
る
こ

と
は
、
す
べ
て
一
理
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
と
言
っ
た
。
た
だ
曾
子
は
一
言
の
も
と
に
理
解
し
て
、
そ
こ
で
「
忠
恕
の
み
」
と
言
っ
た
。
わ
が
孔

子
の
道
は
こ
の
こ
と
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
無
い
と
思
っ
た
の
だ
。
自
己
の
得
た
も
の
が
忠
で
あ
り
、
も
し
も
こ
の
理
が
、
事
物
上
に
在
れ
ば
恕

と
な
る
。
忠
が
無
け
れ
ば
恕
も
無
く
、思
う
に
本
末
、体
用
（
の
関
係
）
で
あ
る
。【
金
去
僞
録
。
以
下
は
子
貢
に
つ
い
て
の
章
を
併
せ
て
論
ず
。】

注（１
）
人
傑
―
「
人
傑
」
は
、
萬
人
傑
。
萬
人
傑
は
本
訳
注
（
三
）
の
（
里
４
・
１
）
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
１
）
を
参
照
）。
楠
本
本
に
は
、
人
傑
錄
と
し
て
「
子

貢
平
日
自
敏
入
道
。
故
夫
子
警
之
曰
、【
云
云
】
盖
言
吾
雖
多
識
、
不
過
一
理
爾
。
曾
子
尋
常
踐
履
。
故
夫
子
警
之
曰
、【
云
云
】
盖
言
女
平
日
之
所
行
者
、

皆
一
理
耳
。
惟
曾
子
知
之
、
故
曰
、
忠
恕
而
已
。
以
吾
夫
子
之
道
無
出
於
此
也
。
盖
本
言
體
用
也
。【
人
傑
】」
と
見
え
る
。

（
２
）
敏
よ
り
…
に
入
る
―
「
敏
」
は
、『
論
語
』
公
冶
長
篇
第
十
四
章
に
「
子
貢
問
曰
、
孔
文
子
何
以
謂
之
文
也
。
子
曰
、
敏
而
好
學
、
不
恥
下
問
。
是
以
謂
之

文
也
」
と
あ
る
。

（
３
）
汝
予
を
…
爲
す
か
―
「
汝
以
予
爲
多
學
而
識
之
者
歟
」
は
、『
論
語
』
衞
霊
公
篇
第
二
章
に
「
子
曰
、
賜
也
、
女
以
予
爲
多
學
而
識
之
者
與
。
對
曰
、
然
。

非
與
。
曰
、
非
也
。
予
一
以
貫
之
」
と
あ
る
。『
集
注
』
は
、「
子
貢
之
學
、
多
而
能
識
矣
。
夫
子
欲
其
知
所
本
也
。
故
問
以
發
之
」、「
方
信
而
忽
疑
。
蓋
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其
積
學
功
至
、
而
亦
將
有
得
也
」、「
説
見
第
四
篇
。
然
彼
以
行
言
、
此
以
知
言
也
。
○
謝
氏
曰
、
聖
人
之
道
大
矣
。
人
不
能
徧
觀
而
盡
識
。
宜
其
以
爲
多

學
而
識
之
也
。
然
聖
人
豈
務
博
者
哉
。
如
天
之
於
衆
形
、
匪
物
物
刻
而
雕
之
也
。
故
曰
、
予
一
以
貫
之
。
德
輶
如
毛
。
毛
猶
有
倫
。
上
天
之
載
、
無
聲
無
臭
。

至
矣
。
尹
氏
曰
、
孔
子
之
於
曾
子
、
不
待
其
問
而
直
告
之
以
此
。
曾
子
復
深
喩
之
曰
唯
。
若
子
貢
則
先
發
其
疑
、
而
後
告
之
。
而
子
貢
終
亦
不
能
如
曾
子

之
唯
也
。
二
子
所
學
之
淺
深
、
於
此
可
見
。
愚
按
、
夫
子
之
於
子
貢
、
屢
有
以
發
之
、
而
他
人
不
與
焉
。
則
顔
曾
以
下
、
諸
子
所
學
之
淺
深
、
又
可
見
矣
」

と
注
す
る
。

（
４
）
對
へ
て
…
な
る
か
―
「
對
曰
、
然
。
非
與
」
は
、
本
条
注
（
３
）
に
既
出
（
そ
の
注
（
３
）
を
参
照
）。

（
５
）
曰
は
く
…
を
貫
く
―
「
曰
、
非
也
、
予
一
以
貫
之
」
は
、
本
条
注
（
３
）
に
既
出
（
そ
の
注
（
３
）
を
参
照
）。

（
６
）
人
の
爲
…
謀
れ
ば
―
「
爲
人
謀
」
は
、『
論
語
』
学
而
篇
第
四
章
に
「
曾
子
曰
、
吾
日
三
省
吾
身
。
爲
人
謀
而
不
忠
乎
。
與
朋
友
交
而
不
信
乎
。
傳
不
習
乎
」

と
あ
る
。『
集
注
』
は
、「
曾
子
、
孔
子
弟
子
、
名
參
、
字
子
輿
。
盡
己
之
謂
忠
、
以
實
之
謂
信
。
傳
、
謂
受
之
於
師
。
習
、
謂
熟
之
於
己
。
曾
子
以
此
三
者
、

日
省
其
身
、
有
則
改
之
、
無
則
加
勉
。
其
自
治
誠
切
如
此
。
可
謂
得
爲
學
之
本
矣
。
而
三
者
之
序
、
則
又
以
忠
信
爲
傳
習
之
本
也
。
○
尹
氏
曰
、
曾
子
守
約
、

故
動
必
求
諸
身
。
謝
氏
曰
、
諸
子
之
學
、
皆
出
於
聖
人
。
其
後
愈
遠
、
而
愈
失
其
眞
。
獨
曾
子
之
學
、
專
用
心
於
内
。
故
傳
之
無
弊
。
觀
於
子
思
孟
子
可

見
矣
。
惜
乎
其
嘉
言
善
行
、
不
盡
傳
於
世
也
。
其
幸
存
而
未
泯
者
、
學
者
其
可
不
盡
心
乎
」
と
注
す
る
。

（
７
）
朋
友
と
…
は
れ
ば
―
「
朋
友
交
」
は
、
本
条
注
（
６
）
に
既
出
（
そ
の
注
（
６
）
を
参
照
）。
ま
た
學
而
篇
第
七
章
に
「
子
夏
曰
、
賢
賢
易
色
、
事
父
母
能

竭
其
力
、
事
君
能
致
其
身
、
與
朋
友
交
、
言
而
有
信
、
雖
曰
未
學
、
吾
必
謂
之
學
矣
」
と
あ
る
。

（
８
）
去
僞
―
「
去
僞
」
は
、
金
去
僞
。
金
去
僞
は
本
訳
注
（
一
三
）
の
（
里
６
・
21
）
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
５
）
を
参
照
）。

［
里
15
・
45
／
二
七
・
四
十
五
］

本
　
文

夫
子
於
子
貢
見
其
地
位
、
故
發
之
。
曾
子
已
能
行
、
故
只
云
吾
道
一
以
貫
之
。
子
貢
未
能
行
、
故
云
賜
、
汝
以
予
爲
多
學
而
識
之
。【
可
學

（
１
）
】

校
　
勘
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（
１
）
可
學
―
楠
本
本
は
、
記
録
者
を
欠
く
。

訓
　
読

夫
子 

子
貢
に
於
け
る
其
の
地
位
を
見
る
、
故
に
之
を
發
す

（
１
）

。
曾
子
は
已
に
能
く
行
へ
り
、
故
に
只
だ
「
吾
が
道
は
一
以
て
之
を
貫
く
」
と
云

ふ
の
み
。
子
貢
は
未
だ
行
ふ
能
は
ず
、
故
に
「
賜
や
、
汝 

予
を
以
て
多
く
學
び
て
之
を
識
す
と
爲
す
か

（
２
）
」
と
云
ふ
。【
鄭
可

（
３
）
學
】

口
語
訳

　

孔
子
は
子
貢
の
程
度
を
見
て
、
そ
こ
で
啓
発
し
よ
う
と
し
た
。

　

曾
子
は
も
う
実
践
で
き
た
、
そ
こ
で
た
だ
「
吾
が
道
は
一
以
て
之
を
貫
く
」
と
言
わ
れ
た
。

　

子
貢
は
ま
だ
実
践
で
き
な
か
っ
た
、
そ
こ
で
「
賜
や
、
汝
予
を
以
て
多
く
学
び
て
之
を
識
す
と
為
す
か
」
と
言
わ
れ
た
。【
鄭
可
學
録
】

注（
１
）
故
に
之
を
發
す
―
「
故
發
之
」
は
、『
論
語
』
衞
霊
公
篇
第
二
章
の
『
集
注
』
に
見
え
る
。
前
の
（
里
15
・
44
）
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
３
）
を
参
照
）。

（
２
）
賜
や
、
汝
…
爲
す
か
―
「
賜
、
汝
以
予
爲
多
學
而
識
之
」
は
、
前
の
（
里
15
・
44
）
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
３
）
を
参
照
）。

（
３
）
可
學
―
「
可
學
」
は
、
鄭
可
學
。
鄭
可
學
は
本
訳
注
（
三
）
の
（
里
２
・
13
）
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
１
）
を
参
照
）。

［
里
15
・
46
／
二
七
・
四
十
六

（
１
）
］
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本
　
文

所
謂
一
貫
者
、
會
萬
殊
於
一
貫
。
如
曾
子
是
於
聖
人
一
言
一
行
上
一
一
踐
履
、
都
子
細
理
會
過
了
、
不
是
默
然
而
得
之
。
觀
曾
子
問
中
問
喪
禮

之
變
、
曲
折
無
不
詳
盡
、
便
可
見
曾
子
當
時
功
夫
是
一
一
理
會
過
來
。
聖
人
知
曾
子
許
多
道
理
都
理
會
得
、
便
以
一
貫
語
之
、
敎
它
知
許
多
道

理
却
只
是
一
箇
道
理
。
曾
子
到
此
、
亦
是
它
踐
履
處
都
理
會
過
了
、
一
旦
豁
然
知
此
是
一
箇
道
理
、
遂
應
曰
、
唯
。
及
至
門
人
問
之
、
便
云
忠

恕
而
已
矣
。
忠
是
大
本
、
恕
是
達
道
。
忠
者
、
一
理
也
、
恕
便
是
條
貫
，
萬
殊
皆
自
此
出
來
。
雖
萬
殊
、
却
只
一
理
、
所
謂
貫
也
。
子
貢
平
日

是
於
前
言
往
行
上
著

（
２
）

工
夫

（
３
）

、
於
見
識
上
做
得
亦
到
。
夫
子
恐
其
亦
以
聖
人
爲
多
學
而
識
之
、
故
問
之
。
子
貢
方
以
爲
疑
、
夫
子
遂
以
一
貫
告
之
。

子
貢
聞
此
別
無
語
、
亦
未
見
得
子
貢
理
會
得
、
理
會
不
得
。
自
今
觀
之
、
夫
子
只
以
一
貫
語
此
二
人
、
亦
須
是
它
承
當
得
、
想
亦
不
肯
說
與
領

會
不
得
底
人
。
曾
子
是
踐
履
篤
實
上
做
到
、
子
貢
是
博
聞
強
識
上
做
到
。
夫
子
舍
二
人
之
外
、
別
不
曾
說
、
不
似
今
人
動
便
說
一
貫
也
。
所
謂

一
者
、
對
萬
而
言
。
今
却
不
可
去
一
上
尋
、
須
是
去
萬
上
理
會
。
若
只
見
夫
子
語
一
貫
、
便
將
許
多
合
做
底
事
都
不
做
、
只
理
會
一
、
不
知
却

貫
箇
甚
底
。【

】

校
　
勘

（
１
）
本
条
は
、
楠
本
本
「
子
曰
參
乎
章
」
に
は
無
い
。

（
２
）
著
―
「
著
」
は
、
正
中
書
局
本
・
和
刻
本
は
「
着
」
に
作
る
。

（
３
）
工
夫
―
「
工
夫
」
は
、
正
中
書
局
本
・
朝
鮮
整
版
本
・
和
刻
本
は
「
功
夫
」
に
作
る
。

訓
　
読
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所い
は
ゆ
る謂 

一
貫
と
は
、
萬
殊
を
一
貫
に
會
す
。
曾
子
の
如
き
は
是
れ
聖
人
の
一
言
一
行
の
上
に
於
い
て
一
一 

踐
履
し
、
都す

べ

て
子
細
に
理
會
し
過
ぎ

了を

は
り
、
是
れ
默
然
と
し
て
之
を
得
る
に
不あ

ら

ず
。
曾
子
問
の
中
の
喪
禮
の
變
を
問
ふ

（
１
）

を
觀
る
に
、
曲
折
の
詳
盡
せ
ざ
る
は
無
く
、
便
ち
曾
子
の

當
時
の
功
夫
は
是
れ
一
一 

理
會
し
過
ぎ
來き

た

る
を
見
る
可
し
。
聖
人
は
曾
子
の
許
多
の
道
理
を
ば
都
て
理
會
し
得
る
を
知
り
て
、
便
ち
一
貫
を

以
て
之
に
語つ

げ
、
它
を
し
て
許
多
の
道
理
は
却
つ
て
只た
是
だ
一
箇
の
道
理
の
み
な
る
を
知
ら
し
む
る
な
り
。
曾
子
此
に
到
り
て
、
亦ま

是
た
它
の

踐
履
す
る
處
は
都
て
理
會
し
過
ぎ
了
は
り
、
一
旦
豁
然
と
し
て
此
の
是
れ
一
箇
の
道
理
な
る
を
知
り
て
、
遂
に
應
へ
て
曰
は
く
、「
唯
」
と
。

門
人
の
之
を
問
ふ
に
至
る
に
及
び
、
便
ち
「
忠
恕
の
み
」
と
云
へ
る
な
り
。
忠
は
是
れ
大
本
に
し
て
、
恕
は
是
れ
達
道
な
り

（
２
）
。
忠
と
は
、
一
理

な
り
、
恕
は
便す

な
は是

ち
條
貫
に
し
て
、
萬
殊 

皆 

此
よ
り
出
で
來
る
。
萬
殊
と
雖
も
、
却
つ
て
只
だ
一
理
の
み
、
所
謂 

貫
く
な
り
。
子
貢
は
平
日

是
れ
前
言
往
行
の
上
に
於
い
て
工
夫
を
著つ

け
、
見
識
の
上
に
於
い
て
做
し
得
て
亦
た
到
る
。
夫
子
其
の
亦
た
聖
人
を
以
て
「
多
く
學
び
て
之
を

識
す

（
３
）
」
と
爲
さ
ん
こ
と
を
恐
れ
、
故
に
之
を
問
ふ
。
子
貢
は
方
に
以
て
疑
と
爲
し
、
夫
子
遂
に
一
貫
を
以
て
之
に
告
ぐ
。
子
貢
此
を
聞
き
て
別

に
語
る
無
く
、
亦
た
未
だ
子
貢
の
理
會
し
得
る
か
、
理
會
し
得
ざ
る
か
を
見
得
せ
ず
。
今
よ
り
之
を
觀
れ
ば
、
夫
子
は
只
だ
一
貫
を
以
て
此
の

二
人
に
語
ぐ
る
は
、
亦
た
須す

べ
か是

ら
く
它
を
ば
承
當
し
得
べ
く
、
想
ふ
に
亦
た
肯
へ
て
領
會
し
得
ざ
る
の
人
に
說
與
せ
ざ
ら
ん
。
曾
子
は
是
れ
踐

履
篤
實
の
上
に
做
し
到
り
、
子
貢
は
是
れ
博
聞
強
識
の
上
に
做
し
到
る
。
夫
子
二
人
を
舍お

く
の
外
、
別
に
曾か

つ

て
說
か
ず
、
今
の
人
動

や
や
も
す

れ
ば
便

ち
一
貫
を
說
く
が
似ご

と

く
な
ら
ざ
る
な
り
。
所
謂 

一
と
は
、
萬
に
對
し
て
言
ふ
。
今
却
つ
て
去
き
て
一
の
上
に
尋
ぬ
可
か
ら
ず
、
須
是
ら
く
去

き
て
萬
の
上
に
理
會
す
べ
し
。
若
し
只
だ
夫
子
の
一
貫
を
語
ぐ
る
を
見
る
の
み
に
し
て
、
便
ち
許
多
の
合ま

さ

に
做
す
べ
き
の
事
を
將
て
都
て
做
さ

ず
、
只
だ
一
を
理
會
す
る
の
み
な
れ
ば
、
却
つ
て
箇
の
甚な

に

底も
の

を
貫
く
か
を
知
ら
ざ
ら
ん
。【
黃（

４
）
】

口
語
訳
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い
わ
ゆ
る
一
貫
と
は
、
諸
々
の
異
な
り
（
萬
殊
）
を
一
つ
（
一
貫
）
に
す
る
。
曾
子
の
場
合
は
聖
人
の
言
行
に
つ
い
て
逐
一
実
践
し
、
み
な

詳
細
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
、物
言
わ
ず
に
悟
っ
た
の
で
は
な
い
。（『
礼
記
』）
曾
子
問
の
中
で
の
喪
礼
の
変
礼
に
つ
い
て
の
質
問
を
見
る
と
、

曲
折
に
つ
い
て
極
め
つ
く
し
て
お
り
、
曾
子
の
当
時
の
工
夫
で
逐
一
理
解
で
き
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
聖
人
は
曾
子
が
許
多
の
道
理
を
み
な

理
解
で
き
た
こ
と
を
知
っ
て
、
す
ぐ
に
「
一
貫
」
を
告
げ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
許
多
の
道
理
は
た
だ
一
箇
の
道
理
だ
け
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
し
め

た
の
で
あ
る
。
曾
子
も
こ
こ
に
至
っ
て
、
実
践
す
る
と
こ
ろ
は
み
な
理
解
で
き
て
、
一
朝
に
し
て
か
ら
り
と
こ
の
道
理
を
悟
り
、
か
く
て
「
唯
」

と
返
事
を
し
た
の
で
あ
る
。
門
人
に
質
問
さ
れ
て
、「
忠
恕
の
み
」
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。
忠
は
（『
中
庸
章
句
』
第
一
章
）
大
本
（
根
本
）
に

し
て
、
恕
は
達
道
（
天
下
共
に
由
る
所
の
道
）
で
あ
る
。
忠
と
は
、
一
理
で
あ
り
、
恕
は
つ
ま
り
条
貫
（
筋
道
）
で
、
萬
殊
は
す
べ
て
こ
こ
か

ら
起
こ
る
。
萬
殊
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
た
だ
一
理
な
の
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
貫
く
の
で
あ
る
。
子
貢
は
普
段
古
の
聖
賢
の
言
行
に
つ
い
て
工

夫
を
積
み
、
知
識
上
で
成
就
す
る
。
夫
子
は
彼
ら
が
聖
人
を
「
多
く
学
び
て
之
を
識
す
」
と
見
な
し
は
せ
ぬ
か
と
心
配
し
、
故
に
こ
う
質
問
し

た
の
で
あ
る
。
子
貢
は
疑
心
を
抱
い
て
い
た
の
で
、
夫
子
は
か
く
て
「
一
貫
」
を
告
げ
た
。
子
貢
は
こ
の
語
を
聞
い
て
何
も
語
ら
ず
、
子
貢
は

理
解
で
き
た
の
か
、
理
解
で
き
な
か
っ
た
の
か
分
か
ら
な
い
。
今
か
ら
考
え
て
み
る
と
、
夫
子
は
「
一
貫
」
を
こ
の
二
人
だ
に
告
げ
た
の
は
、

そ
れ
に
応
え
ら
れ
る
は
ず
で
、
思
う
に
理
解
で
き
な
い
人
に
は
言
っ
て
聞
か
せ
よ
う
と
し
な
い
だ
ろ
う
。
曾
子
は
篤
実
に
実
践
し
て
や
り
遂
げ
、

子
貢
は
博
聞
強
記
で
や
り
遂
げ
る
。
夫
子
は
二
人
を
除
い
て
、
他
に
は
説
か
な
か
っ
た
。
今
の
人
が
と
も
す
れ
ば
す
ぐ
に
一
貫
を
説
く
よ
う
で

は
な
い
。
い
わ
ゆ
る
一
と
は
、
萬
に
対
し
て
言
う
。
今
は
一
の
上
で
探
求
す
べ
き
で
は
な
く
、
必
ず
萬
の
上
で
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

も
し
夫
子
が
一
貫
を
告
げ
た
こ
と
を
見
る
だ
け
で
、
許
多
の
当
然
す
べ
き
事
を
全
く
し
な
い
で
、
た
だ
一
を
理
解
す
る
だ
け
な
ら
ば
、
か
え
っ

て
何
を
貫
く
か
分
か
ら
な
い
だ
ろ
う
。【
黃

録
】
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注（
１
）
曾
子
問
…
を
問
ふ
―
「
曾
子
問
中
問
喪
禮
之
變
」
は
、『
礼
記
』
曾
子
問
篇
に
普
通
と
異
な
っ
た
礼
が
説
か
れ
て
い
る
。

（
２
）
忠
は
是
…
道
な
り
―
「
忠
是
大
本
、
恕
是
達
道
」
の
「
大
本
」「
達
道
」
は
、『
中
庸
』
の
語
。『
中
庸
章
句
』
第
一
章
に
「
喜
怒
哀
樂
之
未
發
、
謂
之
中
。

發
而
皆
中
節
、
謂
之
和
。
中
也
者
、
天
下
之
大
本
也
。
和
也
者
、
天
下
之
達
道
也
。
致
中
和
、
天
地
位
焉
、
萬
物
育
焉
」
と
あ
り
、
朱
子
は
「
喜
怒
哀
樂
、

情
也
。
其
未
發
、
則
性
也
。
無
所
偏
倚
、
故
謂
之
中
。
發
皆
中
節
、
情
之
正
也
。
無
所
乖
戻
、
故
謂
之
和
。
大
本
者
、
天
命
之
性
、
天
下
之
理
皆
由
此
出
、

道
之
體
也
。
達
道
者
、
循
性
之
謂
。
天
下
古
今
之
所
共
由
、
道
之
用
也
。
此
言
性
情
之
德
、
以
明
道
不
可
離
之
意
」
と
注
す
る
。
ま
た
第
二
十
章
に
は
「
天

下
之
達
道
五
、
所
以
行
之
者
三
。
曰
、
君
臣
也
、
父
子
也
、
夫
婦
也
、
昆
弟
也
、
朋
友
之
交
也
。
五
者
天
下
之
達
道
也
。
知
仁
勇
三
者
天
下
之
達
德
也
。

所
以
行
之
者
一
也
」
と
あ
り
、
朱
子
は
「
達
道
者
、
天
下
古
今
所
共
由
之
路
、
卽
所
謂
五
典
、
孟
子
所
謂
父
子
有
親
、
君
臣
有
義
、
夫
婦
有
別
、
長
幼
有
序
、

朋
友
有
信
、
是
也
。
知
所
以
知
此
也
。
仁
所
以
體
此
也
。
勇
所
以
強
此
也
。
謂
之
達
德
者
、
天
下
古
今
所
同
得
之
理
也
。
一
則
誠
而
已
矣
。
達
道
雖
人
所

共
由
、
然
無
是
三
德
、
則
無
以
行
之
。
達
德
雖
人
所
同
得
、
然
一
有
不
誠
、
則
人
欲
閒
之
而
德
非
其
德
矣
。
程
子
曰
、
所
謂
誠
者
、
止
是
誠
實
此
三
者
。

三
者
之
外
、
更
別
無
誠
」
と
注
し
、
第
三
十
二
章
に
は
「
唯
天
下
至
誠
、
爲
能
經
綸
天
下
之
大
經
、
立
天
下
之
大
本
、
知
天
地
之
化
育
。
夫
焉
有
所
倚
」

と
あ
り
、
朱
子
は
「
經
綸
、
皆
治
絲
之
事
。
經
者
理
其
緒
而
分
之
、
綸
者
比
其
類
而
合
之
也
。
經
、
常
也
。
大
經
者
五
品
之
人
倫
、
大
本
者
所
性
之
全
體
也
。

惟
聖
人
之
德
、
極
誠
無
妄
。
故
於
人
倫
、
各
盡
其
當
然
之
實
。
而
皆
可
以
爲
天
下
後
世
法
。
所
謂
經
綸
之
也
。
其
於
所
性
之
全
體
、
無
一
毫
人
欲
之
僞
以

雜
之
。
而
天
下
之
道
、
千
變
萬
化
、
皆
由
此
出
。
所
謂
立
之
也
。
其
於
天
地
之
化
育
、
則
亦
其
極
誠
無
妄
者
、
有
默
契
焉
。
非
但
聞
見
之
知
而
已
、
此
皆

至
誠
無
妄
、
自
然
之
功
用
。
夫
豈
有
所
倚
著
於
物
而
後
能
哉
」
と
注
す
る
。

（
３
）
多
く
學
…
を
識
す
―
「
多
學
而
識
之
」
は
、『
論
語
』
衞
霊
公
篇
第
二
章
に
見
え
る
語
。（
里
15
・
44
）
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
３
）
を
参
照
）。

（
４
）

―
「

」
は
、
黃

。
黃

は
本
訳
注
（
一
三
）
の
（
里
６
・
11
）
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
２
）
を
参
照
）。

［
里
15
・
47
／
二
七
・
四
十
七
］

本
　
文

忠
恕
、
一
以
貫
之
。
曾
子
假
忠
恕
二
字
、
以
發
明
一
貫
之
理
。
蓋
曾
子
平
日
無
所
不
學
。
看
禮
記
諸
書
、
曾
子
那
事
不
理
會
來
。
但
未
知
所
以

一
、
故
夫
子
於
此
告
之
、
而
曾
子
洞
然
曉
之
而
無
疑
。
賀
孫
問
、
告
子
貢
一
以
貫
之
章
、
集
注
云
、
彼
以
行
言
、
此
以
知
言
。
是
就
二
子
所
到
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上
說
、
如
何
。
曰
、
看
上
下
語
脉
是
如
此
。
夫
子
告
曾
子
、
曾
子
只
說
、
夫
子
之
道
、
忠
恕
而
已
矣
。
這
就
行
上
說
。
夫
子
告
子
貢
乃
云
、
汝

以
予
爲
多
學
而
識
之
者
與
。
這
是
只
就
知
上
說
。
賀
孫
因
舉
大
學
或
問
云
、
心
之
爲
物
、
實
主
於
身
。
其
體
、
則
有
仁
義
禮
智
信

（
１
）

之
性
。
其
用
、

則
有
惻
隱
、
羞
惡
、
恭
敬
、
是
非
之
情
。
渾
然
在
中
、
隨
感
而
應
。
以
至
身
之
所
具
、
身
之
所
接
、
皆
有
當
然
之
則
而
自
不
容
已
、
所
謂
理
也
、

元
有
一
貫
意
思
。
曰
、
然
。
施
之
君
臣
、
則
君
臣
義
。
施
之
父
子
、
則
父
子
親
。
施
之
兄
弟
、
則
兄
弟
和
。
施
之
夫
婦
、
則
夫
婦
別
、
都
只
由

這
箇
心
。
如
今
最
要
先

（
２
）

理
會
此
心
。
又
云
、
通
書
一
處
說
陰
陽
五
行
、
化
生
萬
物
、
五
殊
二
實
、
二
本
則
一
、
亦
此
意
。
又
云
、
如
千
部
文
字
、

萬
部
文
字
、
字
字
如
此
好
、
面
面
如
此
好
、
人
道
是
聖
賢
逐
一
寫
得
如
此
。
聖
人
告
之
曰
、
不
如
此
。
我
只
是
一
箇
印
板
印
將
去
、
千
部
萬
部

雖
多
、
只
是
一
箇
印
板
。
又
云
、
且
看
論
語
、
如
鄉
黨
處
、
待
人
接
物
、
千
頭
萬
狀
、
是
多
少
般
。
聖
人
只
是
這
一
箇
道
理
做
出
去
。
明
道
說

忠
恕
、
當
時
最
錄
得
好
。【
賀
孫
】

校
　
勘

（
１
）
信
―
「
信
」
字
は
、
正
中
書
局
本
・
朝
鮮
整
版
本
・
楠
本
本
に
は
無
い
。

（
２
）
先
―
「
先
」
は
、
楠
本
本
は
「
先
」
の
下
に
「
且
」
字
が
有
る
。

訓
　
読

「
忠
恕
」、「
一
以
て
之
を
貫
く
」
と
。
曾
子
「
忠
恕
」
の
二
字
を
假
り
て
、
以
て
一
貫
の
理
を
發
明
す
。
蓋
し
曾
子
は
平
日
學
ば
ざ
る
所
無
し
。

禮
記
諸
書
を
看
れ
ば
、
曾
子
那な

ん

の
事
か
理
會
せ
ざ
ら
ん
や

（
１
）
。
但
だ
未
だ
一
な
る
所
以
を
知
ら
ず
、
故
に
夫
子
此
に
於
て
之
に
告
げ
、
而
し
て
曾

子
洞
然
と
し
て
之
を
曉
り
て
疑
ひ
無
し
。
賀
孫

（
２
）
問
ふ
、
子
貢
に
一
以
て
之
を
貫
く
を
告
ぐ
る
章
、
集
注
に
云
へ
り
、
彼
は
行
を
以
て
言
ひ
、
此
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は
知
を
以
て
言
ふ
、
と

（
３
）

。
是
れ
二
子
の
到
る
所
の
上
に
就
き
て
說
く
、
如
何
、
と
。
曰
は
く
、
上
下
の
語
脉
を
看
る
に
是
れ
此
く
の
如
し
。
夫

子 

曾
子
に
告
げ
、曾
子
只
だ
說
く
、「
夫
子
の
道
は
、忠
恕
の
み
」
と
。
這
れ
は
行
の
上
に
就
き
て
說
く
。
夫
子 

子
貢
に
告
げ
て
乃
ち
云
ふ
、「
汝

予
を
以
て
多
く
學
び
て
之
を
識
る
者
と
爲
す
か
」
と
。
這
れ
は
是
れ
只
だ
知
の
上
に
就
き
て
說
く
、
と
。
賀
孫
因
り
て
大
學
或
問
を
舉
げ
て
云

ふ
、
心
の
物
爲
る
、
實
に
身
に
主
た
り
。
其
の
體
は
、
則
ち
仁
義
禮
智
信
の
性
有
り
。
其
の
用
は
、
則
ち
惻
隱
、
羞
惡
、
恭
敬
、
是
非
の
情
有

り
。
渾
然
と
し
て
中
に
在
り
、
感
に
隨
ひ
て
應
ず
。
以
て
身
の
具
ふ
る
所
、
身
の
接
す
る
所
に
至
り
て
は
、
皆 

當
然
の
則
有
り
て
自
ら
容
に

已
む
べ
か
ら
ず
、
所
謂 

理
な
り

（
４
）
、
元
よ
り
一
貫
の
意
思
有
り
、
と
。
曰
は
く
、
然
り
。
之
を
君
臣
に
施
せ
ば
、
則
ち
君
臣
義
あ
り
。
之
を
父

子
に
施
せ
ば
、
則
ち
父
子
親
あ
り
。
之
を
兄
弟
に
施
せ
ば
、
則
ち
兄
弟
和
あ
り
。
之
を
夫
婦
に
施
せ
ば
、
則
ち
夫
婦
別
あ
り
。
都
て
只
だ
這
箇

の
心
に
由
る
。
如
今
最
も
先
づ
此
の
心
を
理
會
せ
ん
こ
と
を
要
す
、
と
。
又
云
ふ
、
通
書
の
一
處
に
陰
陽
五
行
は
、
萬
物
を
化
生
す
、
五
殊
二

實
、
二
は
本
よ
り
則
ち
一

（
５
）
と
説
く
も
、
亦
た
此
の
意
な
り
、
と
。
又
云
ふ
、
如
へ
ば
千
部
の
文
字
、
萬
部
の
文
字
、
字
字
此
く
の
如
く
好
く
、

面
面
此
く
の
如
く
好
く
、
人
是
れ
聖
賢
逐
一
に
寫
し
得
る
こ
と
此
く
の
如
し
と
道
ふ
。
聖
人
之
に
告
げ
て
曰
は
く
、
如
く
の
此
く
な
ら
ず
、
と
。

我
只た
是
だ
一
箇
の
印
板
も
て
印
し
將
て
去
く
、
千
部
萬
部
は
多
し
と
雖
も
、
只
是
だ
一
箇
の
印
板
の
み
、
と
。
又
云
ふ
、
且
ら
く
論
語
を
看
る

に
、
鄉
黨

（
６
）

等
の
處
の
如
き
は
、
人
を
待
し
物
に
接
す
る
に
、
千
頭
萬
狀
、
是
れ
多
少
の
般
な
り
。
聖
人
只
是
だ
這
の
一
箇
の
道
理
も
て
做
し
出

だ
し
去
く
。
明
道
の
忠
恕
を
說
く

（
７
）
は
、
當
時
最
も
錄
し
得
て
好
し
、
と
。【
葉
賀
孫

（
８
）
】

口
語
訳

　
「
忠
恕
」、「
一
以
て
之
を
貫
く
」
と
。
曾
子
は
「
忠
恕
」
の
二
字
を
借
り
て
、
一
貫
の
道
理
を
明
ら
か
に
し
た
。
曾
子
は
普
段
か
ら
学
ば
な

い
こ
と
が
な
い
。『
礼
記
』
そ
の
他
の
書
物
を
見
る
と
、
曾
子
は
何
で
も
理
解
し
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
ま
だ
一
で
あ
る
と
は
知
ら
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な
か
っ
た
の
で
、
孔
子
は
こ
こ
で
曾
子
に
教
え
、
曾
子
は
は
っ
き
り
と
悟
っ
て
疑
う
こ
と
が
な
か
っ
た
。

　

賀わ
た

孫く
し

は
質
問
し
た
、「
子
貢
に
「
一
以
て
之
を
貫
く
」
を
語
っ
た
章
、
そ
の
集
注
に
い
う
、「
あ
ち
ら
（
曾
子
）
は
行
に
つ
い
て
言
い
、
こ
ち

ら
（
子
貢
）
は
知
に
つ
い
て
言
う
」
と
。
こ
れ
は
二
子
の
到
達
し
た
程
度
上
か
ら
言
っ
た
も
の
で
す
。
ど
う
で
し
ょ
う
か
」
と
。

　

答
え
て
言
う
、「（『
論
語
』
経
文
の
）
前
後
の
文
脈
か
ら
見
て
こ
の
と
お
り
で
あ
る
。
孔
子
は
曾
子
に
告
げ
、
曾
子
は
た
だ
「
夫
子
の
道
は
、

忠
恕
の
み
」
と
言
っ
た
。
こ
れ
は
行
の
上
か
ら
言
っ
て
い
る
。
孔
子
が
子
貢
に
告
げ
た
場
合
に
は
、「
汝 

予
を
以
て
多
く
學
び
て
之
を
識
る
者

と
爲
す
か
」
と
。
こ
れ
は
た
だ
知
の
上
か
ら
言
っ
て
い
る
の
だ
」
と
。

　

賀
孫
は
そ
こ
で
『
大
学
或
問
』
を
挙
げ
て
言
う
、「
心
と
い
う
物
は
、
ま
こ
と
に
身
に
と
っ
て
は
主
体
で
あ
る
。
そ
の
本
体
と
し
て
は
、
仁

義
禮
智
信
と
い
う
性
を
有
し
て
い
る
。
そ
の
作
用
と
し
て
は
、
惻
隠
、
羞
悪
、
恭
敬
、
是
非
と
い
う
情
を
有
し
て
い
る
。
渾
然
と
し
て
（
心
の
）

中
に
あ
り
、
感
ず
る
に
随
っ
て
応
ず
る
。
そ
し
て
身
に
そ
な
わ
っ
て
い
る
も
の
、
身
が
接
す
る
こ
と
に
な
る
と
、
み
な
当
然
の
則
（
そ
う
す
べ

き
原
則
）
が
有
っ
て
そ
も
そ
も
止
め
て
は
な
ら
な
い
、
い
わ
ゆ
る
理
で
あ
り
、
も
と
も
と
一
貫
（
一
理
を
以
て
万
事
を
貫
く
）
の
意
味
が
有
り

ま
す
」
と
。

　

答
え
て
言
う
、「
そ
の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
を
君
臣
に
推
し
及
ぼ
せ
ば
、
君
臣
の
間
に
は
義
、
こ
れ
を
父
子
に
推
し
及
ぼ
せ
ば
、
父
子
の
間

に
は
親
、
こ
れ
を
兄
弟
に
推
し
及
ぼ
せ
ば
、
兄
弟
の
間
に
は
和
、
こ
れ
を
夫
婦
に
推
し
及
ぼ
せ
ば
、
夫
婦
の
間
に
は
別
（
と
い
う
、
そ
れ
ぞ
れ

道
徳
）
が
有
り
、
す
べ
て
は
こ
の
心
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
。
今
は
最
優
先
し
て
こ
の
心
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
」
と
。

　

ま
た
言
う
、「（
周
敦
頤
の
）『
通
書
』
の
あ
る
箇
所
に
「
陰
陽
五
行
は
、
萬
物
を
生
み
出
す
が
、
五
つ
の
異
な
り
（
五
行
）
も
二
つ
の
（
陰

陽
と
い
う
）
実
体
で
あ
り
、
二
つ
（
の
陰
陽
の
気
）
も
元
々
そ
れ
は
一
つ
」
と
説
く
の
も
、
ま
た
こ
の
意
味
で
あ
る
」
と
。

　

ま
た
言
う
、「
た
と
え
ば
千
部
、
万
部
の
書
物
に
つ
い
て
、
一
言
一
句
か
く
も
素
晴
ら
し
く
、
ど
の
面
も
か
く
も
素
晴
ら
し
く
、
人
々
は
聖
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賢
が
一
つ
一
つ
こ
の
よ
う
に
書
い
た
の
だ
と
言
う
。
聖
人
は
こ
れ
に
告
げ
て
言
う
、
そ
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
我
々
は
た
だ
一
個
の
版
木

で
印
刷
し
て
い
く
、
千
部
万
部
は
多
い
け
れ
ど
も
、
た
だ
一
箇
の
版
木
だ
け
な
の
だ
」
と
。

　

ま
た
言
う
、「『
論
語
』
を
見
る
と
、
鄉
党
篇
等
の
場
合
は
、
人
に
応
対
し
物
に
接
す
る
と
な
る
と
、
多
種
多
様
で
あ
る
。
聖
人
は
た
だ
一
つ

の
道
理
で
行
っ
て
い
く
。
明
道
が
忠
恕
を
說
く
の
は
、
目
下
の
と
こ
ろ
一
番
よ
く
記
録
し
て
い
る
」
と
。【
葉
賀
孫
録
】

注（
１
）
曾
子
那
…
ら
ん
や
―
「
曾
子
那
事
不
理
會
來
」
の
「
來
」
は
、
文
末
の
助
字
。
三
浦
國
雄
『「
朱
子
語
類
」
抄
』
を
参
照
。

（
２
）
賀
孫
―
「
賀
孫
」
は
、
葉
賀
孫
。
葉
賀
孫
は
本
訳
注
（
一
）
の
（
里
１
・
３
）
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
４
）
を
参
照
）。

（
３
）
子
貢
に
…
言
ふ
、
と
―
「
告
子
貢
一
以
貫
之
章
、
集
注
云
、
彼
以
行
言
、
此
以
知
言
」
は
、『
論
語
』
衞
霊
公
篇
第
二
章
の
経
文
、
お
よ
び
そ
の
『
集
注
』

に
見
ら
れ
る
。（
里
15
・
44
）
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
３
）
を
参
照
）。

（
４
）
大
學
或
…
理
な
り
―
「
大
學
或
問
云
、
心
之
爲
物
、
實
主
於
身
。
其
體
、
則
有
仁
義
禮
智
信
之
性
。
其
用
、
則
有
惻
隱
、
羞
惡
、
恭
敬
、
是
非
之
情
。
渾

然
在
中
、
隨
感
而
應
。
以
至
身
之
所
具
、
身
之
所
接
、
皆
有
當
然
之
則
而
自
不
容
已
、
所
謂
理
也
」
は
、『
大
学
或
問
』
に
お
い
て
、『
大
学
章
句
』
伝
第

五
章
の
い
わ
ゆ
る
「
格
物
補
伝
」
に
つ
い
て
の
説
明
の
中
に
見
ら
れ
る
。『
或
問
』
に
は
「
或
問
、
此
謂
知
本
、
其
一
爲
聽
訟
章
之
結
語
、
則
聞
命
矣
。

…
…
曰
、
吾
聞
之
也
。
天
道
流
行
、
造
化
發
育
。
凡
有
聲
色
貌
象
而
盈
於
天
地
之
間
者
、
皆
物
也
。
既
有
是
物
、
則
其
所
以
爲
是
物
者
、
莫
不
各
有
當
然

之
則
、
而
自
不
容
已
、
是
皆
得
於
天
之
所
賦
、
而
非
人
之
所
能
爲
也
。
今
且
以
至
切
而
近
者
言
之
、
則
心
之
爲
物
、
實
主
於
身
、
其
體
則
有
仁
義
禮
智
之
性
、

其
用
則
有
惻
隱
羞
堊
恭
敬
是
非
之
情
、
渾
然
在
中
、
隨
感
而
應
、
各
有
攸
主
、
而
不
可
亂
也
。
次
而
及
於
身
之
所
具
、
則
有
口
鼻
耳
目
四
肢
之
用
。
又
次

而
及
於
身
之
所
接
、
則
有
君
臣
父
子
夫
婦
長
幼
朋
友
之
常
。
是
皆
必
有
當
然
之
則
、
而
自
不
容
已
、
所
謂
理
也
。
外
而
至
於
人
、
則
人
之
理
不
異
於
己
也
。

遠
而
至
於
物
、
則
物
之
理
不
異
於
人
也
。
…
…
」
と
あ
り
、
本
条
の
語
は
、『
或
問
』
の
言
葉
を
節
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
５
）
通
所
の
…
則
ち
一
―
「
通
書
一
處
說
陰
陽
五
行
、
化
生
萬
物
、
五
殊
二
實
、
二
本
則
一
」
は
、『
通
所
』
理
性
命
第
二
十
二
に
は
「
二
氣
五
行
、
化
生
萬
物
。

五
殊
二
實
、
二
本
則
一
。
是
萬
爲
一
、
一
實
萬
分
。
萬
一
各
正
、
大
小
有
定
」
と
あ
り
、
朱
子
は
「
此
言
命
也
。
二
氣
五
行
、
天
之
所
以
賦
受
萬
物
而
生

之
者
也
。
自
其
末
以
緣
本
、
則
五
行
之
異
、
本
二
氣
之
實
、
二
氣
之
實
、
又
本
一
理
之
極
。
是
合
萬
物
而
言
之
、
爲
一
太
極
而
已
也
。
自
其
本
而
之
末
、

則
一
理
之
實
、
而
萬
物
分
之
以
爲
體
。
故
萬
物
之
中
、
各
有
一
太
極
、
而
小
大
之
物
、
莫
不
各
有
一
定
之
分
也
」
と
注
釈
す
る
。
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（
６
）
鄕
黨
―
「
鄕
黨
」
は
、『
論
語
』
鄕
党
篇
。
孔
子
の
公
私
に
わ
た
る
起
居
を
取
り
上
げ
て
、
言
貌
、
衣
服
飲
食
な
ど
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。『
集
注
』
に

は
「
楊
氏
曰
、
聖
人
之
所
謂
道
者
、
不
離
乎
日
用
之
閒
也
。
故
夫
子
之
平
日
、
一
動
一
靜
、
門
人
皆
審
視
而
詳
記
之
。
尹
氏
曰
、
甚
矣
孔
門
諸
子
嗜
學
也
。

於
聖
人
之
容
色
言
動
、
無
不
謹
書
而
備
錄
之
、
以
貽
後
世
。
今
讀
其
書
、
卽
其
事
、
宛
然
如
聖
人
之
在
目
也
。
雖
然
、
聖
人
豈
拘
拘
而
爲
之
者
哉
。
蓋
盛

德
之
至
、
動
容
周
旋
、
自
中
乎
禮
耳
。
學
者
欲
濳
心
於
聖
人
、
宜
於
此
求
焉
」
と
あ
る
。

（
７
）
明
道
の
…
を
説
く
―
「
明
道
說
忠
恕
」
と
あ
る
明
道
の
語
は
、『
論
語
精
義
』
巻
第
二
下
に
「
明
道
曰
、
維
天
之
命
、
於
穆
不
已
、
不
其
忠
乎
。
天
地
變
化
、

草
木
蕃
、
不
其
恕
乎
。
又
曰
、
以
己
及
物
、
仁
也
。
推
己
及
物
、
恕
也
。
違
道
不
遠
是
也
。
忠
恕
一
以
貫
之
、
忠
者
天
道
、
恕
者
人
道
、
忠
者
無
妄
、
恕

者
所
以
行
乎
忠
也
。
忠
者
體
、
恕
者
用
、
大
本
達
道
也
。
此
與
違
道
不
遠
異
者
、
動
以
天
耳
。【
一
本
作
、
以
己
及
物
謂
之
仁
、
推
己
及
物
謂
之
恕
。
忠
者
、

无
妄
之
謂
也
。
忠
、
天
道
也
、
恕
、
人
事
也
。
忠
爲
體
、
恕
爲
用
。
忠
恕
違
道
不
遠
、
非
一
以
貫
之
忠
恕
也
。
一
作
、
忠
恕
一
貫
、
忠
者
天
下
大
公
之
道
、

恕
所
以
行
之
也
。
忠
言
其
體
、
天
道
也
。
恕
言
其
用
、
人
道
也
。】
又
曰
、
忠
恕
兩
字
、
要
除
一
箇
除
不
得
」
と
あ
る
。
な
お
「
以
己
及
物
、
仁
也
。
推
己

及
物
、
恕
也
。
違
道
不
遠
是
也
。
忠
恕
一
以
貫
之
、
忠
者
天
道
、
恕
者
人
道
、
忠
者
無
妄
、
恕
者
所
以
行
乎
忠
也
。
忠
者
體
、
恕
者
用
、
大
本
達
道
也
。

此
與
違
道
不
遠
異
者
、
動
以
天
耳
」
の
語
は
『
程
氏
遺
書
』
巻
第
十
一
に
見
ら
れ
る
（「
違
道
不
遠
是
也
」
の
語
が
割
注
の
体
裁
を
と
る
）。
ま
た
明
道
の

語
は
、『
集
注
』
に
も
圏
外
の
説
と
し
て
採
ら
れ
て
い
る
。

（
８
）
賀
孫
―
「
賀
孫
」
は
、
葉
賀
孫
、
本
条
の
筆
録
者
。
本
条
注
（
２
）
に
既
出
（
そ
の
注
（
２
）
を
参
照
）。

［
里
15
・
48
／
二
七
・
四
十
八

（
１
）

］

本
　
文

曾
子
一
貫
忠
恕
、
是
他
於
事
物
上
各
當
其
理
。
日
用
之
間
、
這
箇
事
見
得
一
道
理
、
那
箇
事
又
見
得
一
道
理
、
只
是
未
曾
湊
合
得
。
聖
人
知
其

用
力
已
到
、
故
以
一
貫
語
之
。
問
、
曾
子
於
零
碎
曲
折
處
都
盡
得
、
只
欠
箇
一
以
貫
之
否
。
曰
、
亦
未
都
盡
得
。
但
是
大
概
已
得
、
久
則
將
自

到
耳
。
問
、
君
子
之
道
費
而
隱
、
曾
子
於
費
處
已
盡
得
、
夫
子
以
隱
處
點
之
否
。
曰
、
然
。
問
、
曾
子
篤
實
、
行
處
已
盡
。
聖
人
以
一
貫
語
之
、

曾
子
便
會
、
曰
忠
恕
而
已
矣
。
子
貢
明
敏
、
只
是
知
得
。
聖
人
以
一
貫
語
之
、
子
貢
尚
未
領
略
、
曰
然
、
非
與
。
是
有
疑
意
。
曰
、
子
貢
乃
是

聖
人
就
知
識
學

（
２
）

問
語
之
、
曾
子
、
就
行
上
語
之
、
語
脉
各
不
同
。
須
是
見
得
夫
子
曰
吾
道
一
以
貫
之
意
思
、
先
就
多
上
看
、
然
後
方
可
說
一
貫
。
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此
段
恕
字
却
好
看
、
方
泝

（
３
）

流
以
遡
其
源
。
學
者
寧
事
事
先
了
得
、
未
了
得
一
字
、
却
不
妨
。
莫
只
懸
空
說
箇
一
字
作
大
罩
了
、
逐
事
事
都
未
曾

理
會
、
却
不
濟
事
。
所
以
程
子
道
、
下
學
而
上
達
、
方
是
實
。
又
云
、
如
人
做
塔
、
先
從
下
面
大
處
做
起
、
到
末
梢
自
然
合
尖
。
若
從
尖
處
做
、

如
何
得
。【
僩
】

校
　
勘

（
１
）
本
条
は
、
楠
本
本
「
子
曰
參
乎
章
」
で
は
、（
里
15
・
49
）
条
の
割
注
に
見
え
る
。

（
２
）
學
―
「
學
」
は
、
楠
本
本
「
子
曰
參
乎
章
」
49
条
の
割
注
は
「
上
」
に
作
る
。

（
３
）
泝
―
「
泝
」
は
、
正
中
書
局
本
・
朝
鮮
整
版
本
・
楠
本
本
「
子
曰
參
乎
章
」
49
条
の
割
注
は
「
沿
」
に
作
る
。

訓
　
読

曾
子
の
一
貫
忠
恕
は
、
是
れ
他 

事
物
の
上
に
於
い
て
各

お
の
お
の

其
の
理
に
當
た
る
。
日
用
の
間
、
這
箇
の
事
に
一
の
道
理
を
見
得
し
、
那
箇
の
事

に
又
一
の
道
理
を
見
得
す
る
も
、
只た
是
だ
未
だ
曾
て
湊
合
し
得
ず
。
聖
人 

其
の
力
を
用
ふ
る
こ
と
已
に
到
る
を
知
り
て
、
故
に
一
貫
を
以
て

之
に
語つ

ぐ
。
問
ふ
、
曾
子
は
零
碎
曲
折
の
處
に
於
い
て
都
て
盡
く
得
て
、
只
だ
箇
の
「
一
以
て
之
を
貫
く
」
を
欠
く
る
や
否
や
、
と
。
曰
は
く
、

亦
た
未
だ
都
て
盡
く
は
得
ず
。
但た
是
だ
大
概
已
に
得
て
、
久
し
け
れ
ば
則
ち
將
に
自
か
ら
到
ら
ん
と
す
る
の
み
、
と
。
問
ふ
、「
君
子
の
道
は

費
に
し
て
隱
な
り
」
と

（
１
）

、
曾
子
は
費
な
る
處
に
於
い
て
已
に
盡
く
得
て
、
夫
子
は
隱
な
る
處
を
以
て
之
に
點
す
る
や
否
や
、
と
。
曰
は
く
、
然

り
、
と
。
問
ふ
、
曾
子
は
篤
實
に
し
て
、
行
ふ
處
已
に
盡
く
す
。
聖
人
は
一
貫
を
以
て
之
に
語
げ
、
曾
子
は
便
ち
會
し
て
、「
忠
恕
の
み
」
と

曰
ふ
。
子
貢
は
明
敏
に
し
て
、
只
是
だ
知
得
す
る
の
み
。
聖
人
は
一
貫
を
以
て
之
に
語
げ
、
子
貢
は
尚
ほ
未
だ
領
略
せ
ず
、「
然
り
、
非
な
る
か
」
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と
曰
ふ
。
是
れ
疑
ひ
の
意
有
る
か
、
と
。
曰
は
く
、
子
貢
は
乃
ち
是
れ
聖
人 

知
識
學
問
に
就
き
て
之
に
語
げ
、
曾
子
は
、
行
の
上
に
就
き
て

之
に
語
げ
、
語
脉 

各 

同
じ
か
ら
ず
。
須す

べ
か是

ら
く
夫
子
の
「
吾
が
道
一
以
て
之
を
貫
く
」
と
曰
ひ
し
意
思
を
見
得
す
る
に
は
、
先
づ
多
く
の
上

に
就
き
て
看
て
、
然
る
後
に
方
め
て
一
貫
を
說
く
可
し
。
此
の
段
は
「
恕
」
の
字
却
つ
て
好
く
看
よ
、
方
に
泝
流
し
て
以
て
其
の
源
に
遡
ら
ん
。

學
ぶ
者
は
寧
ろ
事
事
に
先
づ
了さ

と

り
得
と
も
、
未
だ
「
一
」
の
字
を
了
り
得
ざ
る
は
、
却
つ
て
妨
げ
ず
。
只
だ
懸
空
に
箇
の
「
一
」
の
字
を
說
き

て
大
罩
と
作
し
了
は
り
、
事
事
を
逐
ひ
て
都
て
未
だ
曾
て
理
會
せ
ず
、
却
つ
て
事
を
濟
さ
ざ
る
莫
か
れ
。
所
以
に
程
子
「
下
學
し
て
上
達
す
」

る
は
、
方
に
是
れ
實
な
り
と
道
ふ
、
と

（
２
）

。
又
云
ふ
、
人
の
塔
を
做
る
が
如
き
は
、
先
づ
下
面
の
大
な
る
處
よ
り
做
り
起
こ
し
、
末
梢
に
到
り
て

自
然
に
合
に
尖
な
る
べ
し
。
若
し
尖
な
る
處
よ
り
做
ら
ば
、
如
何
ぞ
得
ん
、
と
。【
沈
僩

（
３
）

】

口
語
訳

　

曾
子
の
一
貫
忠
恕
に
つ
い
て
は
、
彼
は
事
物
に
対
し
て
逐
一
道
理
を
弁
え
て
い
た
。
ふ
だ
ん
か
ら
、
こ
の
事
に
一
つ
道
理
を
理
解
し
、
あ
の

事
に
ま
た
一
つ
の
道
理
を
理
解
し
た
が
、
ま
だ
総
合
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
聖
人
は
曾
子
の
努
力
が
も
う
到
達
し
た
と
分
か
っ
た
の
で
、

一
貫
を
曾
子
に
告
げ
た
。

質
問
し
た
、「
曾
子
は
細
々
し
た
と
こ
ろ
で
は
も
う
す
っ
か
り
で
き
て
い
た
が
、「
一
以
て
之
を
貫
く
」
と
こ
ろ
を
欠
い
て
い
た
の
で
し
ょ
う

か
」
と
。

答
え
て
言
う
、「
ま
だ
す
っ
か
り
で
き
て
は
い
な
い
。
し
か
し
だ
い
た
い
も
う
で
き
て
い
て
、
時
間
が
た
て
ば
お
の
ず
と
到
達
す
る
ば
か
り

で
あ
っ
た
」
と
。

質
問
し
た
、「（『
中
庸
章
句
』
第
十
二
章
に
）「
君
子
の
道
は
費
に
し
て
隠
な
り
」
と
あ
り
、
曾
子
は
「
費
」（
作
用
が
広
大
）
な
る
処
で
も
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う
十
分
で
き
て
い
て
、
夫
子
は
「
隠
」（
本
体
が
微
妙
）
な
る
処
を
曾
子
に
指
摘
し
た
の
で
し
ょ
う
か
」
と
。

答
え
て
言
う
、「
そ
の
通
り
で
あ
る
」
と
。

質
問
し
た
、「
曾
子
は
堅
実
で
、
実
践
は
も
う
や
り
尽
く
し
て
い
ま
す
。
聖
人
が
一
貫
の
語
を
曾
子
に
告
げ
る
と
、
曾
子
は
す
ぐ
に
理
解
し
て
、

「
忠
恕
の
み
」
と
言
い
ま
し
た
。
子
貢
は
聡
明
で
、
た
だ
知
る
だ
け
で
し
た
。
聖
人
が
一
貫
の
語
を
子
貢
に
告
げ
る
と
、
子
貢
は
ま
だ
理
解
せ
ず
、

「
然
り
、
非
な
る
か
」
と
言
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
疑
念
を
抱
い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
」
と
。

答
え
て
言
う
、「
子
貢
の
場
合
は
、
聖
人
は
知
識
学
問
に
つ
い
て
子
貢
に
告
げ
、
曾
子
の
場
合
は
、
実
践
に
つ
い
て
曾
子
に
告
げ
、
文
脈
は

そ
れ
ぞ
れ
違
う
の
だ
。
ぜ
ひ
夫
子
の
「
吾
が
道
一
以
て
之
を
貫
く
」
と
言
っ
た
趣
旨
を
理
解
す
る
に
は
、
先
に
多
く
の
こ
と
を
見
て
、
そ
こ
で

は
じ
め
て
一
貫
を
說
く
の
が
よ
い
。
こ
の
文
章
は
「
恕
」
の
字
を
よ
く
見
な
さ
い
、
流
れ
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
本
源
を
た
ず
ね
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

学
ぶ
者
は
む
し
ろ
事
毎
に
先
に
理
解
し
た
と
し
て
も
、
ま
だ
「
一
」
の
字
を
理
解
で
き
な
い
こ
と
は
、
差
し
支
え
な
い
。
た
だ
実
際
か
ら
か
け

離
れ
て
こ
の
「
一
」
の
字
を
說
い
て
覆
っ
て
し
ま
い
、
事
々
を
ま
っ
た
く
理
解
せ
ず
、
役
に
立
た
な
い
の
は
い
け
な
い
。
ゆ
え
に
程
子
が
「
下

学
し
て
上
達
す
」
る
の
は
、
ま
さ
に
実
で
あ
る
」
と
言
っ
た
の
だ
」
と
。

ま
た
言
う
、「
人
が
塔
を
建
て
る
場
合
、
最
初
に
下
の
大
き
な
と
こ
ろ
か
ら
作
り
始
め
れ
ば
、
末
端
に
な
る
と
自
然
に
尖
る
よ
う
に
な
る
は

ず
で
あ
る
。
も
し
尖
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
作
る
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
出
来
上
が
ろ
う
か
」
と
。【
沈
僩
録
】

注（
１
）
君
子
の
…
な
り
」
と
―
「
君
子
之
道
費
而
隱
」
は
、『
中
庸
章
句
』
第
十
二
章
に
あ
る
語
。
朱
子
は
「
費
、
用
之
廣
也
。
隱
、
體
之
微
也
」
と
注
す
る
。

（
２
）
所
以
に
…
道
ふ
、
と
。
―
「
所
以
程
子
道
、
下
學
而
上
達
、
方
是
實
」
は
、「
下
學
而
上
達
、
方
是
實
」
を
程
子
の
語
と
す
る
が
、
出
所
に
つ
い
て
は
未
詳
。
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な
お
「
下
學
上
達
」
の
語
を
も
っ
て
解
す
る
も
の
が
、『
論
語
精
義
』
巻
第
二
下
に
程
伊
川
の
語
と
し
て
「
聖
人
之
敎
人
、
各
因
其
才
。
故
孔
子
曰
、
參
乎
、

吾
道
一
以
貫
之
。
曾
子
曰
、
唯
。
蓋
惟
曾
子
爲
能
達
此
、
孔
子
所
以
告
之
也
。
子
出
。
門
人
問
曰
、
何
謂
也
。
曾
子
曰
、
夫
子
之
道
、
忠
恕
而
已
矣
。
曾

子
之
告
門
人
、
猶
夫
子
之
告
曾
子
也
。
忠
恕
違
道
不
遠
、
斯
下
學
上
達
之
義
、
與
堯
舜
之
道
孝
弟
而
已
矣
同
。
世
儒
以
爲
夫
子
道
高
遠
、
而
曾
子
未
足
以

見
之
、
所
見
者
止
於
忠
恕
而
已
、
則
是
堯
舜
之
道
、
孟
子
知
之
亦
有
所
不
盡
而
止
孝
弟
也
。
夫
豈
知
其
旨
哉
」
と
あ
り
、
ほ
ぼ
同
意
の
も
の
が
『
集
注
』

圏
外
の
説
に
採
ら
れ
て
い
る
。「
下
學
而
上
達
」
は
、
憲
問
篇
第
三
十
七
章
に
「
子
曰
、
莫
我
知
也
夫
。
子
貢
曰
、
何
爲
其
莫
知
子
也
。
子
曰
、
不
怨
天
、

不
尤
人
。
下
學
而
上
達
。
知
我
者
其
天
乎
」
と
あ
り
、
朱
子
は
「
不
得
於
天
而
不
怨
天
。
不
合
於
人
而
不
尤
人
。
但
知
下
學
而
自
然
上
達
。
此
但
自
言
其

反
己
自
脩
、
循
序
漸
進
耳
。
無
以
甚
異
於
人
、
而
致
其
知
也
。
然
深
味
其
語
意
、
則
見
其
中
自
有
人
不
及
知
、
而
天
獨
知
之
之
妙
。
蓋
在
孔
門
、
惟
子
貢

之
智
、
幾
足
以
及
此
。
故
特
語
以
發
之
。
惜
乎
、
其
猶
有
所
未
達
也
。
○
程
子
曰
、
不
怨
天
、
不
尤
人
、
在
理
當
如
此
、
又
曰
、
下
學
上
達
、
意
在
言
表
。

又
曰
、
學
者
須
守
下
學
上
達
之
語
。
乃
學
之
要
。
蓋
凡
下
學
人
事
、
便
是
上
達
天
理
。
然
習
而
不
察
、
則
亦
不
能
以
上
達
矣
」
と
注
す
る
。

（
３
）
僩
―
「
僩
」
は
、
沈
僩
。
沈
僩
は
本
訳
注
（
一
）
の
（
里
１
・
１
）
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
５
）
を
参
照
）。

［
里
15
・
49
／
二
七
・
四
十
九
］

本
　
文

問
、
曾
子
一
貫
、
以
行
言
、
子
貢
一
貫
、
以
知
言
、
何
也
。
曰
、
曾
子
發
出
忠
恕
、
是
就
行
事
上
說
。
孔
子
告
子
貢
、
初
頭
說
多
學
而
識
之
、

便
是
就
知
上
說
。
曾
子
是
就
源
頭
上
面
流
下
來
、
子
貢
是
就
下
面
推
上
去
。
問
、
曾
子
未
聞
一
貫
之
前
、
已
知
得
忠
恕
未
。
曰
、
他
只
是
見
得

聖
人
千
頭
萬
緒
都
好
、
不
知
都
是
這
一
心
做
來
。
及
聖
人
告
之
、
方
知
得
都
是
從
這
一
箇
大
本
中
流
出
。
如
木
千
枝
萬
葉
都
好
、
都
是

（
１
）
這
根
上

生
氣
流
注
去
貫
也
。
林
問
、
枝
葉
便
是
恕
否
。
曰
、
枝
葉
不
是
恕
。
生
氣
流
注
貫
枝
葉
底
是
恕
。
信
是
枝
葉
受
生
氣
底
、
恕
是
夾
界
半
路
來
往

底
。
信
是
定
底
、
就
那
地
頭
說
。
發
出
忠
底
心
、
便
是
信
底
言
。
無
忠
、
便
無
信
了
。【
淳
。
謨
錄
云

（
２
）

、
曾
子
一
貫
、
以
行
言
、
子
貢
一
貫
、

以
知
言
。
曾
子
言
夫
子
忠
恕
、
只
是
就
事
上
看
。
夫
子
問
子
貢
多
學
而
識
之
、
便
是
知
上
說
。
曾
子
見
夫
子
所
爲
千
頭
萬
緒
、
一
一
皆
好
。
譬

如
一
樹
、
枝
葉
花
實
皆
可
愛
、
而
其
實
則
忠
信
根
本
、
恕
猶
氣
之
貫

（
３
）

注
枝
葉
、
若
論
信
、
則
又
如
花
之
必
誠

（
４
）

實
處
。
忠
信
、
忠
恕
皆
是
體
用
。
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恕
如
行
將
去
、
信
如
到
處
所
。
循
物
無
違
、
則
是
凡
事
皆
實
。
譬
如
水
也
、
夫
子
、
自
源
而
下
者
也
、
中
庸
所
謂
忠
恕
、
泝
流
而
上
者
也
。】

校
　
勘

（
１
）
是
―
「
是
」
は
、
楠
本
本
「
子
曰
參
乎
章
」
に
は
「
是
」
の
下
に
「
從
」
字
が
有
る
。

（
２
）
謨
錄
云
―
「
謨
錄
云
」
以
下
の
割
注
は
、
楠
本
本
「
子
曰
參
乎
章
」
の
本
条
に
は
無
く
、
前
条
の
校
勘
に
述
べ
た
よ
う
に
48
条
本
文
と
同
文
が
見
え
る
。

（
３
）
貫
―
「
貫
」
は
、
和
刻
本
は
「
實
」
に
作
る
。

（
４
）
誠
―
「
誠
」
は
、
正
中
書
局
本
・
朝
鮮
整
版
本
・
和
刻
本
は
「
成
」
に
作
る
。

訓
　
読

問
ふ
、
曾
子
の
一
貫
は
、
行
を
以
て
言
ひ
、
子
貢
の
一
貫
は
、
知
を
以
て
言
ふ
は
、
何
ぞ
や
、
と
。
曰
は
く
、
曾
子 

忠
恕
を
發
出
す
る
は
、

是
れ
行
事
の
上
に
就
き
て
說
く
。
孔
子 

子
貢
に
告
ぐ
る
に
、
初
頭
に
「
多
く
學
び
て
之
を
識
す
」
と
說
く
は
、
便す

な
は是
ち
知
の
上
に
就
き
て
說
く
。

曾
子
は
是
れ
源
頭
の
上
面
に
就
き
て
流
下
し
來
り
、
子
貢
は
是
れ
下
面
に
就
き
て
推
上
し
去
く
、
と
。
問
ふ
、
曾
子
未
だ
一
貫
を
聞
か
ざ
る
の

前
、
已
に
忠
恕
を
知
得
す
る
や
未
だ
し
や
、
と
。
曰
は
く
、
他
は
只た
是
だ
聖
人
の
千
頭
萬
緒
都
て
好よ

き
を
見
得
す
る
も
、
都す

是べ

て
這
の
一
心
の

做
し
來
る
を
知
ら
ず
。
聖
人
之
に
告
ぐ
る
に
及
び
て
、
方は

じ

め
て
都
是
て
這
の
一
箇
の
大
本
の
中
よ
り
流
出
す
る
を
知
得
す
。
如
へ
ば
木
の
千
枝

萬
葉
の
都
て
好
き
は
、
都
是
て
這
の
根
の
上
の
生
氣 

流
注
し
去
き
て
貫
け
ば
な
り
、
と
。
林

（
１
）

問
ふ
、
枝
葉
は
便
是
ち
恕
な
る
や
否
や
、
と
。

曰
は
く
、
枝
葉
は
是
れ
恕
に
不あ

ら

ず
。
生
氣 

流
注
し
て
枝
葉
を
貫
く
底
は
是
れ
恕
な
り
。
信
は
是
れ
枝
葉
の
生
氣
を
受
く
る
底
に
し
て
、
恕
は

是
れ
夾
界
半
路
に
來
往
す
る
底
な
り
。
信
は
是
れ
定
ま
る
底
な
る
は
、
那
の
地
頭
に
就
き
て
說
く
。
忠
の
心
を
發
出
す
る
は
、
便
是
ち
信
の
言

あ
り
。
忠
無
け
れ
ば
、
便
ち
信
無
く
し
て
了
は
る
、
と
。【
陳
淳

（
２
）

。
謨

（
３
）

の
錄
に
云
ふ
、
曾
子
の
一
貫
は
、
行
を
以
て
言
ひ
、
子
貢
の
一
貫
は
、



−149−

知
を
以
て
言
ふ
。
曾
子 

夫
子
を
忠
恕
と
言
ふ
は
、
只
是
だ
事
上
に
就
き
て
看
る
。
夫
子 

子
貢
に
「
多
く
學
び
て
之
を
識
す
」
と
問
ふ
は
、
便

是
ち
知
上
に
說
く
。
曾
子 

夫
子
の
爲
す
所
の
千
頭
萬
緒
、
一
一
皆 

好
き
を
見
る
。
譬た

如と

へ
ば
一
樹
の
枝
葉
花
實
皆 

愛
す
可
く
ん
ば
、
而

す
な
は

ち

其
の
實
は
則
ち
忠
信
は
根
本
に
し
て
、
恕
は
猶
ほ
氣
の
枝
葉
に
貫
注
す
る
が
ご
と
く
、
若
し
信
を
論
ず
れ
ば
、
則
ち
又 

花
の
必
ず
實
を
誠

な（
４
）

す

處
の
如
し
。
忠
信
、
忠
恕
皆 

是
れ
體
用
な
り
。
恕
は
行
ひ
將
て
去
く
が
如
し
、
信
は
到
る
處
所
の
如
し
。
物
に
循
ひ
て
違
ふ
こ
と
無
け
れ
ば
、

則
ち
是
れ
凡
そ
事
は
皆 
實
な
り
。
譬
如
へ
ば
水
や
、夫
子
は
、源
よ
り
し
て
下
る
者
な
り
、中
庸
に
所
謂 

忠
恕
は
、泝
流
し
て
上
る
者
な
り
、と

（
５
）

。】

口
語
訳

　

質
問
し
た
、「
曾
子
の
一
貫
は
、
行
に
基
づ
い
て
言
い
、
子
貢
の
一
貫
は
、
知
に
基
づ
い
て
言
う
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
」
と
。

答
え
て
い
う
、「
曾
子
が
忠
恕
を
案
出
し
た
の
は
、
行
い
に
つ
い
て
説
い
て
い
る
。
孔
子
が
子
貢
に
告
げ
た
際
に
、
最
初
に
「
多
く
学
び
て

之
を
識
す
」
と
言
っ
た
の
は
、
知
に
つ
い
て
説
い
て
い
る
。
曾
子
は
水
源
の
上
か
ら
流
れ
下
り
、
子
貢
は
下
か
ら
押
し
上
げ
て
い
く
の
だ
」
と
。

質
問
し
た
、「
曾
子
は
ま
だ
一
貫
を
聞
く
前
に
、
も
う
忠
恕
を
知
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
」
と
。

答
え
て
言
う
、「
彼
は
聖
人
が
雑
多
な
事
物
で
も
す
べ
て
き
ち
ん
と
し
て
い
る
と
知
っ
て
い
た
が
、
す
べ
て
は
一
つ
の
心
が
行
っ
て
い
る
と

は
知
ら
な
か
っ
た
。
聖
人
が
告
げ
て
、
初
め
て
大
本
よ
り
流
れ
出
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
木
は
多
く
の
枝
葉
が
す
べ
て
立
派
な
の
は
、
み

な
根
か
ら
の
生
気
が
流
れ
注
い
で
貫
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」
と
。

林
が
質
問
し
た
、「
枝
葉
は
恕
な
の
で
し
ょ
う
か
」
と
。

答
え
て
言
う
、「
枝
葉
は
恕
で
な
な
い
。
生
気
が
流
れ
注
い
で
枝
葉
を
貫
く
も
の
が
恕
で
あ
る
。
信
は
枝
葉
が
生
気
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
て
、

恕
は
あ
ち
こ
ち
動
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
信
は
定
ま
っ
た
も
の
と
は
、
そ
の
観
点
か
ら
説
い
て
い
る
。
忠
の
心
を
発
出
す
る
の
は
、
信
の
あ
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る
言
葉
で
あ
る
。
忠
が
無
い
と
な
る
と
、
信
も
無
い
の
だ
」
と
。【
陳
淳
録
。
周
謨
（
字
は
舜
弼
）
の
記
録
に
言
っ
て
い
る
、「
曾
子
の
一
貫
は
、

行
の
観
点
か
ら
言
い
、
子
貢
の
一
貫
は
、
知
の
観
点
か
ら
言
う
、
と
あ
る
。
曾
子
が
夫
子
（
の
道
）
は
忠
恕
（
の
み
）
と
言
っ
た
の
は
、
実
践

か
ら
見
て
い
る
。
夫
子
が
子
貢
に
「
多
く
学
び
て
之
を
識
す
」
と
質
問
し
た
の
は
、
知
の
面
に
つ
い
て
言
っ
て
い
る
。
曾
子
は
夫
子
の
行
う
複

雑
な
こ
と
も
、
一
つ
一
つ
す
べ
て
き
ち
ん
と
し
て
い
る
と
理
解
し
た
。
た
と
え
ば
木
の
場
合
、
枝
葉
花
実
み
な
愛
ら
し
い
の
は
、
実
際
は
忠
信

が
根
本
で
あ
り
、
恕
は
ち
ょ
う
ど
気
が
枝
葉
に
注
ぎ
込
む
よ
う
だ
。
も
し
信
を
論
ず
る
な
ら
ば
、
ま
た
花
が
必
ず
実
を
つ
け
る
よ
う
な
も
の
で

あ
る
。
忠
信
、
忠
恕
は
み
な
体
用
で
あ
る
。
恕
は
実
行
し
て
い
く
よ
う
な
も
の
で
、
信
は
行
き
着
い
た
と
こ
ろ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
事
物

に
沿
っ
て
道
理
に
悖
る
こ
と
が
無
け
れ
ば
、
す
べ
て
事
物
は
み
な
実
で
あ
る
。
た
と
え
ば
水
の
よ
う
に
、
夫
子
は
、
源
か
ら
下
る
も
の
で
あ
り
、

『
中
庸
』
に
言
う
と
こ
ろ
の
忠
恕
は
、
流
れ
を
遡
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
」
と
。】

注（
１
）
林
―
「
林
」
は
、
未
詳
。
記
録
者
で
あ
る
陳
淳
の
師
事
期
は
、「
語
録
姓
氏
」
に
は
第
一
次
「
庚
戌
（
紹
煕
元
年
、
一
一
九
〇
）」、
第
二
次
「
己
未
（
慶
元

五
年
、
一
一
九
九
）」
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
語
録
姓
氏
」
記
載
の
中
で
記
録
年
の
み
同
じ
人
物
に
、「
林
學
履
（
字
は
安
卿
、
永
福
（
福
建
永
泰
県
）
の
人
、

己
未
所
錄
）」
が
い
る
。
ま
た
『
年
攷
』
に
は
、陳
淳
の
第
二
次
師
事
期
に
お
け
る
同
門
弟
子
と
し
て
「
林
用
中
（
字
は
擇
之
、福
州
古
田
県
（
福
建
）
の
人
）、

第
一
五
三
～
一
五
五
頁
」
を
、
さ
ら
に
朱
子
の
知
漳
州
在
任
中
の
師
事
が
確
認
さ
れ
る
記
録
者
で
あ
る
陳
淳
と
同
席
す
る
人
物
と
し
て
「
林
易
簡
（
字
は

一
之
、
漳
州
（
福
建
龍
渓
県
）
の
人
、
第
一
四
〇
～
一
四
一
頁
）」
を
あ
げ
て
お
り
、
何
れ
か
は
特
定
で
き
な
い
。

（
２
）
淳
―
「
淳
」
は
、
陳
淳
。
本
条
の
筆
録
者
。
陳
淳
は
本
訳
注
（
一
）
の
（
里
１
・
２
）
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
３
）
を
参
照
）。

（
３
）
謨
―
「
謨
」
は
、
周
謨
。
周
謨
は
本
訳
注
（
一
六
）
の
（
里
10
・
２
）
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
１
）
を
参
照
）。

（
４
）
實
を
誠
す
―
「
誠
實
」
は
、
正
中
書
局
本
・
朝
鮮
整
版
本
・
和
刻
本
に
「
成
實
」
と
あ
り
、「
誠
」
を
「
成
」
字
と
し
て
読
ん
だ
。

（
５
）
中
庸
に
…
謂
忠
恕
―
「
中
庸
所
謂
忠
恕
」
は
、『
中
庸
章
句
』
第
十
三
章
に
「
子
曰
、
道
不
遠
人
。
人
之
爲
道
而
遠
人
、
不
可
以
爲
道
。
詩
云
、
伐
柯
伐
柯
、

其
則
不
遠
。
執
柯
以
伐
柯
、
睨
而
視
之
、
猶
以
爲
遠
。
故
君
子
以
人
治
人
、
改
而
止
。
忠
恕
違
道
不
遠
、
施
諸
己
而
不
願
、
亦
勿
施
於
人
」
と
あ
る
。
朱
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子
は
「
盡
己
之
心
爲
忠
、
推
己
及
人
爲
恕
。
違
、
去
也
。
如
春
秋
傳
齊
師
違
穀
七
里
之
違
。
言
自
此
至
彼
、
相
去
不
遠
。
非
背
而
去
之
之
謂
也
。
道
卽
其

不
遠
人
者
是
也
。
施
諸
己
而
不
願
、
亦
勿
施
於
人
、
忠
恕
之
事
也
。
以
己
之
心
、
度
人
之
心
、
未
嘗
不
同
。
則
道
之
不
遠
於
人
者
可
見
。
故
己
之
所
不
欲
、

則
勿
以
施
之
於
人
。
亦
不
遠
人
以
爲
道
之
事
。
張
子
所
謂
以
愛
己
之
心
愛
人
則
盡
仁
、
是
也
」
と
注
す
る
。

［
里
15
・
50
／
二
七
・
五
十

（
１
）

］

本
　
文

或
問
夫
子
告
曾
子
以
吾
道
一
以
貫
之
、
與
告
子
貢
予
一
以
貫
之
之
說
。
曰
、
曾
子
是
以
行
言
、
子
貢
是
以
知
言
。
蓋
曾
子
平
日
於
事
上
都
積
累

做
得
來
已
周
密
、
皆
精
察
力
行
過
了
、
只
是
未
透
。
夫
子
才
點
他
、
便
透
。
如
孟
子
所
謂
有
如
時
雨
化
之
者
、
是
到
這
裏
恰
好
著

（
２
）

得
一
陣
雨
、

便
發
生
滋
榮
、
無
所
凝
滯
。
子
貢
却
是
資
質
敏
悟
、
能
曉
得
、
聖
人
多
愛
與
他
說
話
、
所
以
亦
告
之
。
又
問
、
尹
氏
云
、
此
可
見
二
子
所
學
之

淺
深
。
曰
、
曾
子
如
他
與
門
人
之
言
、
便
有
箇
結
纜
殺
頭
、
亦
見
他
符
驗
處
。
子
貢
多
是
說
過
曉
得
了
便
休
、
更
沒
收
殺
。
大
率
子
貢
緣
他
曉

得
、
聖
人
多
與
他
說
話
、
但
都
沒
收
殺
。
如
子
如
不
言
處
、
也
沒
收
殺
。
或
曰
、
他
言
性
與
天
道
處
、
却
是
他
有
得
處
否
。
曰
、
然
。【
燾
】

校
　
勘

（
１
）
本
条
は
、
楠
本
本
「
子
曰
參
乎
章
」
に
は
無
い
。

（
２
）
著
―
「
著
」
は
、
正
中
書
局
本
・
和
刻
本
は
「
着
」
に
作
る
。

訓
　
読

或
ひ
と 

夫
子 

曾
子
に
告
ぐ
る
に
「
吾
が
道
一
以
て
之
を
貫
く
」
を
以
て
す
と
、
子
貢
に
「
予
一
以
て
之
を
貫
く
」
を
告
ぐ
る
の
說
と
を
問
ふ
。
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曰
は
く
、
曾
子
は
是
れ
行
を
以
て
言
ひ
、
子
貢
は
是
れ
知
を
以
て
言
ふ
。
蓋
し
曾
子
は
平
日
事
上
に
於
い
て
都
て
積
累
し
て
做
し
得
て
來
る
こ

と
已
に
周
密
に
し
て
、
皆 

精
察
力
行
し
過
ぎ
了
は
る
も
、
只た
是
だ
未
だ
透
ら
ざ
る
の
み
。
夫
子
才わ

づ

か
に
他
に
點
す
れ
ば
、
便
ち
透
る
。
孟
子

の
所
謂
「
時
雨
の
之
を
化
す
る
が
如
き
者
有
り

（
１
）

」
の
如
く
、
是
れ
這
裏
に
到
り
て
恰
好
に
一
陣
の
雨
を
著
し
得
れ
ば
、
便
ち
發
生
し
滋
榮
し
、

凝
滯
す
る
所
無
し
。
子
貢
は
却か

是へ

つ
て
資
質
敏
悟
に
し
て
、
能
く
曉
り
得
て
、
聖
人
は
多
く
他
と
說
話
す
る
を
愛
す
、
所
以
に
亦
た
之
に
告
ぐ
、

と
。
又
尹
氏
の
此
れ
二
子
の
學
ぶ
所
の
淺
深
を
見
る
べ
し
と
云
ふ

（
２
）
を
問
ふ
。
曰
は
く
、
曾
子
の
他
と
門
人
と
の
言
の
如
き
は
、
便
ち
箇
の
結
纜

殺
頭

（
３
）

有
り
、
亦
た
他
の
符
驗
す
る
處
を
見
る
。
子
貢
は
多
く
是
れ
說
過
し
曉
り
得
て
了
は
れ
ば
便
ち
休や

む
、
更
に
收
殺
す
る
沒な

し
。
大お

ほ
む率

ね
子

貢
は
他
の
曉
り
得
る
に
緣よ

り
、
聖
人
は
多
く
他
と
說
話
す
る
も
、
但
だ
都
て
收
殺
す
る
沒
き
の
み
。「
子
如
し
言
は
ざ
れ
ば

（
４
）

」
の
處
の
如
き
も
、

也
た
收
殺
す
る
沒
し
、
と
。
或
ひ
と
曰
は
く
、
他
の
「
性
と
天
道
と
を
言
ふ

（
５
）

」
の
處
は
、
却
是
つ
て
他
に
得
る
處
有
り
や
否
や
、
と
。
曰
は
く
、

然
り
、
と
。【
呂
燾

（
６
）
】

口
語
訳

　

あ
る
人
が
、
孔
子
が
曾
子
に
「
吾
が
道
一
以
て
之
を
貫
く
」
と
告
げ
た
の
と
、
子
貢
に
「
予
一
以
て
之
を
貫
く
」
と
告
げ
た
說
に
つ
い
て
質

問
し
た
。

答
え
て
言
う
、「
曾
子
へ
は
行
に
よ
っ
て
言
い
、
子
貢
へ
は
知
に
よ
っ
て
言
っ
て
い
る
。
思
う
に
曾
子
は
ふ
だ
ん
実
事
に
当
た
っ
て
み
な
積

み
重
ね
た
実
践
が
よ
く
行
き
届
き
、
す
で
に
よ
く
考
え
て
努
め
て
い
た
が
、
ま
だ
到
達
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
孔
子
が
指
摘
す
る
や
、
た
ち

ま
ち
到
底
し
た
。
孟
子
が
言
う
と
こ
ろ
（
尽
心
上
篇
第
四
十
章
）
の
「
時
雨
の
之
を
化
す
る
が
如
き
者
有
り
」
の
よ
う
に
、
こ
こ
（
人
力
已
至
、

而
未
能
自
化
）
ま
で
到
達
し
て
ち
ょ
う
ど
一
陣
の
雨
が
降
れ
ば
、
芽
生
え
て
茂
り
、
と
ど
ま
る
こ
と
が
無
い
。
子
貢
は
生
ま
れ
つ
き
利
発
で
、
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よ
く
理
解
し
た
の
で
、
聖
人
孔
子
は
彼
と
よ
く
話
を
し
た
、
そ
れ
ゆ
え
子
貢
に
告
げ
た
の
で
あ
る
」
と
。

さ
ら
に
尹
氏
（
焞
）
が
、
こ
こ
で
二
人
の
学
び
の
深
浅
の
度
合
い
が
分
か
る
と
言
っ
て
い
る
語
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

答
え
て
言
う
、「
曾
子
と
門
人
と
の
言
葉
な
ど
は
、
よ
く
締
め
く
く
ら
れ
て
い
て
、
符
合
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
子
貢
は
多
く
は
話
し

終
え
て
理
解
で
き
れ
ば
や
め
て
し
ま
い
、
成
果
を
挙
げ
な
か
っ
た
。
だ
い
た
い
子
貢
は
自
分
が
理
解
で
き
た
こ
と
に
基
づ
き
、
聖
人
孔
子
は
彼

と
よ
く
話
を
し
た
が
、ま
っ
た
く
成
果
を
挙
げ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。（『
論
語
』
陽
貨
篇
第
十
九
章
）「
子
如
し
言
は
ざ
れ
ば
」
の
箇
所
な
ど
も
、

ま
た
成
果
を
挙
げ
て
い
な
い
」
と
。

あ
る
人
が
言
う
、「
子
貢
の
「
性
と
天
道
と
を
言
ふ
」
の
箇
所
は
、
彼
に
理
解
し
た
こ
と
が
有
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
」
と
。

答
え
て
言
う
、「
そ
の
通
り
で
あ
る
」
と
。【
呂
燾
録
】

注（１
）
孟
子
の
…
者
有
り
―
「
孟
子
所
謂
有
如
時
雨
化
之
者
」
は
、『
孟
子
』
尽
心
上
篇
第
四
十
章
に
「
孟
子
曰
、
君
子
之
所
以
敎
者
五
。
有
如
時
雨
化
之
者
。
有

成
德
者
。
有
達
財
者
。
有
答
問
者
。
有
私
淑
艾
者
。
此
五
者
君
子
所
以
敎
也
」
と
あ
り
、「
有
如
時
雨
化
之
者
」
の
朱
注
に
「
時
雨
、
及
時
之
雨
也
。
草
木

之
生
、
播
種
封
植
、
人
力
已
至
、
而
未
能
自
化
。
所
少
者
雨
露
之
滋
耳
。
及
此
時
而
雨
之
、
則
其
化
速
矣
。
敎
人
之
妙
亦
猶
是
也
。
若
孔
子
之
於
顔
曾
是
已
」

と
あ
り
、「
有
成
德
者
。
有
達
財
者
」
の
朱
注
に
「
財
、
與
材
同
。
此
各
因
其
所
長
而
敎
之
者
也
。
成
德
、
如
孔
子
之
於
冉
閔
。
達
財
、
如
孔
子
之
於
由
賜
」

と
あ
る
。

（
２
）
尹
氏
の
…
と
云
ふ
―
「
尹
氏
」
は
、
尹
焞
（
一
〇
七
一
～
一
一
四
二
）。
字
は
彦
明
（
ま
た
德
充
）、
号
は
三
畏
齋
・
和
靖
処
士
。「
尹
氏
云
、
此
可
見
二
子

所
學
之
淺
深
」
は
、『
論
語
精
義
』
巻
第
二
下
に
は
「
尹
曰
、
道
無
二
也
。
一
以
貫
之
、
天
地
萬
物
之
理
畢
矣
。
曾
子
於
聖
人
之
門
造
道
最
深
。
夫
子
不
待

問
而
告
、
曾
子
聞
之
亦
弗
疑
也
。
故
唯
而
已
。
其
答
門
人
則
曰
忠
恕
者
、
盡
己
之
謂
忠
、
推
己
之
謂
恕
。
然
則
忠
恕
果
可
以
一
貫
乎
。
忠
恕
違
道
不
遠
者
也
。

若
夫
子
貢
、
以
夫
子
多
學
而
識
之
爲
然
、
始
謂
之
曰
吾
一
以
貫
之
。
則
二
子
之
學
、
淺
深
可
見
也
。
又
曰
、
忠
恕
一
事
也
。
主
於
内
爲
忠
、
見
於
外
爲
恕
」

と
あ
る
。
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（
３
）
結
纜
殺
頭
―
「
結
纜
殺
頭
」
は
未
詳
。
語
類
中
に
こ
の
一
例
し
か
見
え
な
い
。

（
４
）
子
如
し
…
ざ
れ
ば
―
「
子
如
不
言
」
は
、『
論
語
』
陽
貨
篇
第
十
九
章
に
「
子
曰
、
予
欲
無
言
。
子
貢
曰
、
子
如
不
言
、
則
小
子
何
述
焉
。
子
曰
、
天
何
言
哉
。

四
時
行
焉
、
百
物
生
焉
。
天
何
言
哉
」
と
あ
り
、
朱
子
は
「
學
者
多
以
言
語
觀
聖
人
、
而
不
察
其
天
理
流
行
之
實
、
有
不
待
言
而
著
者
。
是
以
徒
得
其
言
、

而
不
得
其
所
以
言
。
故
夫
子
發
此
以
警
之
」「
子
貢
正
以
言
語
觀
聖
人
者
。
故
疑
而
問
之
」「
四
時
行
、
百
物
生
、
莫
非
天
理
發
見
流
行
之
實
、
不
待
言
而

可
見
。
聖
人
一
動
一
靜
、
莫
非
妙
道
精
義
之
發
、
又
天
而
已
。
豈
待
言
而
顯
哉
。
此
亦
開
示
子
貢
之
切
。
惜
乎
、
其
終
不
喩
也
。
○
程
子
曰
、
孔
子
之
道
、

譬
如
日
星
之
明
、
猶
患
門
人
未
能
盡
曉
。
故
曰
、
予
欲
無
言
。
若
顔
子
則
便
默
識
。
其
他
則
未
免
疑
問
。
故
曰
小
子
何
述
。
又
曰
、
天
何
言
哉
、
四
時
行
焉
、

百
物
生
焉
、
則
可
謂
至
明
白
矣
。
愚
按
、
此
與
前
篇
無
隱
之
意
相
發
。
學
者
詳
之
」
と
注
す
る
。

（
５
）
性
と
天
…
を
言
ふ
―
「
言
性
與
天
道
」
は
、『
論
語
』
公
冶
長
篇
第
十
二
章
に
「
子
貢
曰
、
夫
子
之
文
章
、
可
得
而
聞
也
。
夫
子
之
言
性
與
天
道
、
不
可
得

而
聞
也
」
と
あ
り
、
朱
子
は
「
文
章
、
德
之
見
乎
外
者
、
威
儀
文
辭
皆
是
也
。
性
者
、
人
所
受
之
天
理
。
天
道
者
、
天
理
自
然
之
本
體
、
其
實
一
理
也
。

言
夫
子
之
文
章
、
日
見
乎
外
、
固
學
者
所
共
聞
。
至
於
性
與
天
道
、
則
夫
子
罕
言
之
、
而
學
者
有
不
得
聞
者
。
蓋
聖
門
敎
不
躐
等
。
子
貢
至
是
、
始
得
聞
之
、

而
歎
其
美
也
。
○
程
子
曰
、
此
子
貢
聞
夫
子
之
至
論
、
而
歎
美
之
言
也
」
と
注
す
る
。

（
６
）
燾
―
「
燾
」
は
、
呂
燾
。
呂
燾
は
本
訳
注
（
三
）
の
（
里
２
・
１
）
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
４
）
を
参
照
）。




